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ることがわりと多いと思うのですが、それらの中に、文法の基本事項は含まれ

ていません。get upや look forward to ～ ingなどはあっても、mustやmay, 

shouldなどは載っていないのがふつうです。しかし、最終確認・まとめ、とい

う意味では、これらも載っていた方が、学習する人にとっては便利だろうと思い、

この本の中には含めています。また、このことは、中学英語をやり直してみよう

と思われている大人の方にも役立つと思います。

そして、何よりも大切なのは、それらの重要な文法事項や熟語をチェックでき

る問題があるかどうか。冒頭でも述べたとおり、何かを勉強するときに、一番身

につきやすい方法は、自分で問題を解いてみることです。まちがえながらも、何

回も問題を繰り返すことです。実際に鉛筆を持って紙に答えを書いてみることな

のです。そうした学習効果を考えて、10項目ごとにテストをつけました。基本

的には、個々の解説をざっと読んでからテストをしていただければいいと思いま

すが、もうすでにほとんどはわかっているという方は、いきなりテストで力試し

をしていただいてもかまいません。そしてちがっていたところには、□にチェッ

クを入れて、その解説を読む、そういった方法もあるでしょう。自分のやり方で

進めていっていただいて結構だと思います。

英語には、文法の基本内容など理屈の部分を理解しなければならないところと

単語や熟語・表現などを覚えなければならないところがあります。この本を何回

も繰り返してください。そうすれば、中学生の方なら、英語は完璧。あとは実際

のいろんな入試問題を解いて実戦力をつければ言うことなしです。大人の方や高

校生以上の方には、それこそ基本の最終確認になると思います。これで基本は大

丈夫。あとは TOEICや英検の勉強、高校入試や高校内容の英語、大学受験の英

語などに進んでいってください。この本が少しでも、みなさんが希望する進路の

お役に立てれば、これ以上の幸せはありません。
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